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１．市民意識調査
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◼ 市民意識調査の調査目的・概要は以下になります。

１．市民意識調査

１．１．実施概要

市民の皆様のニーズを的確に捉える必要があるため、市民の皆様の日常生活について「意識」と「行動」の両面から捉え、それらを踏ま
えて、よりよい計画づくりを行うことを目的として、アンケートを実施しました。

調査
目的

調査
概要

令和６年５月28日（火）～６月19日（水）実施時期

実施対象

有効回収数

令和６年５月の時点で市内にお住まいの18歳以上の方々2,000名を無作為に抽出

384件

調査内容

１．あなた（回答者）自身について
２．武蔵村山市に住んで感じたこと
３．市の取組に対する評価と今後への期待について
４．武蔵村山市のまちづくりの施策について

💡 次頁以降で、市民の市に対する所感や評価を確認するため、「２．武蔵村山市に住んで感じたこと」及

び「３．市の取組に対する評価と今後への期待について」の項目について、結果を抜粋して掲載してい
ます。
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■住みやすさ

◼ 「どちらかといえば住みやすい」、「住みやすい」、「どちらともいえない」の順で回答が多く挙がりました。

１．市民意識調査

１．２．実施結果（抜粋）

21.1

38.3

16.9

14.3

7.0

2.3

 0%  10%  20%  30%  40%  50%

住みやすい(n=81)

どちらかといえば住みやすい(n=147)

どちらともいえない(n=65)

どちらかといえば住みにくい(n=55)

住みにくい(n=27)

わからない(n=9)

無回答(n=0)

N = 384
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■住み続けたいか

１．市民意識調査

１．２．実施結果（抜粋）

◼ 「住み続けたい」、「どちらかといえば住み続けたい」、「どちらともいえない」の順で回答が多く挙がりました。

34.1

24.5

19.8

10.7

4.9

5.7

0.3

 0%  10%  20%  30%  40%

住み続けたい(n=131)

どちらかといえば住み続けたい(n=94)

どちらともいえない(n=76)

どちらかといえば転居したい(n=41)

転居したい(n=19)

わからない(n=22)

無回答(n=1)

N = 384
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67.1

13.3

16.9

17.8

1.8

0.4

23.6

3.6

1.3

6.7

8.4

4.0

0.9

 0%  20%  40%  60%  80%

家や土地を持っているから(n=151)

隣近所の人間関係がよいから(n=30)

地域に愛着があるから(n=38)

生活の利便性(交通・買物)がよいから(n=40)

市に発展性があり、将来に期待できるから(n=4)

市のサービスがよいから(n=1)

緑が多く、自然環境がよいから(n=53)

子育てをする環境がよいから(n=8)

高齢者・障害者にも生活しやすいから(n=3)

仕事の都合(n=15)

家族の都合(n=19)

その他(n=9)

無回答(n=2)

N = 225

■住み続けたい理由

１．市民意識調査

１．２．実施結果（抜粋）

◼ 「家や土地を持っているから」、「緑が多く、自然環境がよいから」、「生活の利便性(交通・買物)がよいから」の順で回答が
多く挙がりました。



２．人口移動に関する意向調査
（転入者意向調査）
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◼ 人口移動に関する意向調査（転入者意向調査）の概要は以下になります。

本市への転入理由、住みやすさなどについて御意見を伺い、後期基本計画策定の参考にするとともに、今後の市政の基礎資料とする
ことを目的として、アンケートを実施しました。

２．人口移動に関する意向調査（転入者意向調査）

２．１．実施概要

令和６年５月28日（火）～６月19日（水）

令和４年４月１日から令和６年３月31日までに武蔵村山市に転入した方々1,000名
（無作為抽出）

137件

調査
概要

実施時期

実施対象

有効回収数

主な
調査項目

調査
目的

１．あなた（回答者）自身について
－性別・年齢・職業・勤務先
－転入前後の居住地域
－転入前後の住居 など
２．武蔵村山市への転入理由、市の住みやすさ
－転入理由・引越し検討時の候補自治体
－将来的に武蔵村山市に住み続けたいか
－転出する場合に想定される理由
－武蔵村山市に住んで感じていること など

💡 次頁以降で、人口の増加に向けて重要と考えられる「転入理由」及び「将来的に武蔵村山市に住み続

けたいか」の項目について、結果を抜粋して掲載しています。
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■転入理由

◼ 「住宅の都合（購入、借家の借換）」、「あなたの仕事の都合（就職・転職・転勤等）」、「配偶者の仕事の都合（就
職・転職・転勤等）」、「結婚のため」の順で回答が多く挙がりました。

２．人口移動に関する意向調査（転入者意向調査）

２．２．実施結果（抜粋）

0.9

23.5

9.6

9.6

4.3

0.9

0.9

4.3

6.1

2.6

27.8

9.6

 0%  10%  20%  30%

あなたの学校の都合（進学・転校等）(n=0)

子どもの学校の都合（進学・転校等）(n=1)

あなたの仕事の都合（就職・転職・転勤等）(n=27)

配偶者の仕事の都合（就職・転職・転勤等）(n=11)

結婚のため(n=11)

出産・子育てのため(n=5)

あなたの退職(n=1)

配偶者の退職(n=1)

家族から独立するため(n=5)

親や子どもと同居・近居するため(介護)(n=7)

親の都合により一緒に転居(n=3)

住宅の都合（購入・借家の借換）(n=32)

その他(n=11)

無回答(n=0)

N = 115
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■将来的に武蔵村山市に住み続けたいか

◼ 「分からない・決まっていない」、「どちらかというと住み続けたい」、「住み続けたい」の順で回答が多く挙がりました。

２．人口移動に関する意向調査（転入者意向調査）

２．２．実施結果（抜粋）

25.5

26.3

10.9

6.6

30.7

 0%  10%  20%  30%  40%

住み続けたい(n=35)

どちらかというと住み続けたい(n=36)

転出したい(n=15)

転出する予定がある(n=9)

分からない・決まっていない(n=42)

無回答(n=0)

N = 137



３．人口移動に関する意向調査
（転出者意向調査）
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◼ 人口移動に関する意向調査（転出者意向調査）の調査目的・概要は以下になります。

３．人口移動に関する意向調査（転出者意向調査）

３．１．実施概要

本市からの転出理由、住みやすさなどについて御意見を伺い、後期基本計画策定の参考にするとともに、今後の市政の基礎資料とす
ることを目的として、アンケートを実施しました。

令和６年５月28日（火）～６月19日（水）

令和４年４月１日から令和６年３月31日までに武蔵村山市から転出した方々1,000名（無作為抽出）

109件

調査
概要

実施時期

実施対象

有効回収数

主な
調査項目

調査
目的

１．あなた（回答者）自身について
－性別・年齢・職業・勤務先
－転出前後の居住地域
－転出前後の住居 など
２．武蔵村山市への転出理由、市の住みやすさ
－転出理由・引越し検討時の候補自治体
－転出後の自治体の良い点
－武蔵村山市がどのような街になれば、再び住みたいか
－武蔵村山市に住んでいた際に感じていたこと など

💡 次頁以降で、人口減少の抑制に重要と考えられる「転出理由」及び「どのような街になれば、再び住みた

いか」の項目について、結果を抜粋して掲載しています。
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■転出理由

◼ 「あなたの仕事の都合（就職・転職・転勤等）」、「配偶者の仕事の都合（就職・転職・転勤等）」、「結婚のため」の順
で回答が多く挙がりました。

３．人口移動に関する意向調査（転出者意向調査）

３．２．実施結果（抜粋）

1.8

0.9

31.2

12.8

11.9

3.7

1.8

7.3

0.9

2.8

11.0

13.8

 0%  10%  20%  30%  40%

あなたの学校の都合（進学・転校等）(n=2)

子どもの学校の都合（進学・転校等）(n=1)

あなたの仕事の都合（就職・転職・転勤等）(n=34)

配偶者の仕事の都合（就職・転職・転勤等）(n=14)

結婚のため(n=13)

出産・子育てのため(n=4)

あなたの退職(n=2)

配偶者の退職(n=0)

家族から独立するため(n=8)

親や子どもと同居・近居するため(介護)(n=1)

親の都合により一緒に転居(n=3)

住宅の都合（購入・借家の借換）(n=12)

その他(n=15)

無回答(n=0)

N = 109
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■武蔵村山市がどのような街になれば、再び住みたいと思うか

◼ 「交通の便がよくなれば住みたい」、「今のままでも再び住みたいと思う」、「子育てがしやすくなれば住みたい」の順で回答が
多く挙がりました。

３．人口移動に関する意向調査（転出者意向調査）

３．２．実施結果（抜粋）

19.3
72.5

15.6

13.8

1.8

11.9

0.9

11.0

10.1

12.8

6.4

4.6

9.2

3.7

7.3

 0%  20%  40%  60%  80%

今のままでも再び住みたい(n=21)

交通の便がよくなれば住みたい(n=79)

子育てがしやすくなれば住みたい(n=17)

教育環境が充実すれば住みたい(n=15)

介護等の福祉が充実すれば住みたい(n=2)

市内・近郊に就業の場があれば住みたい(n=13)

近所づきあいがあれば住みたい(n=1)

都市基盤が充実すれば住みたい(n=12)

家賃が安くなれば住みたい(n=11)

街並みや街の雰囲気がよくなれば住みたい(n=14)

治安・防災がよくなれば住みたい(n=7)

文化施設が充実すれば住みたい(n=5)

街が変わっても、再び住みたいとは思わない(n=10)

その他(n=4)

分からない(n=8)

無回答(n=0)

N = 109



４．子ども意見の聴取
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◼ 子ども意見の聴取の調査目的・概要は以下になります。

４．子ども意見の聴取

４．１．実施概要

武蔵村山市立の学校に在学している小・中学生に、市に対するイメージや好きな点、改善してほしい点などについて意見を伺い、後
期基本計画策定の参考にするとともに、今後の市政の基礎資料とすることを目的として、アンケートを実施しました。

令和６年７月８日（月）～７月19日（金）

武蔵村山市立の学校に在学している小学校３年生～中学校３年生

965件

調査
概要

実施時期

実施対象

有効回収数

主な
調査項目

調査
目的

１．あなた（回答者）について（学年・性別・学校）
２．武蔵村山市について思うこと
－武蔵村山市へのイメージ
－武蔵村山市の好きな点・改善してほしい点
３．今後の武蔵村山市について
－将来も武蔵村山市に住みたいか
－武蔵村山市にどのようなまちになってほしいか
４．自由意見

💡 次頁以降で、現在の小・中学生が武蔵村山市に対してどのように思っているか（好きな点・改善してほ

しい点）についての結果を抜粋して掲載しています。
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■武蔵村山市の好きな点

◼ 「自然が豊かなところ」、「元気に遊べる場所があるところ」、「お祭りなどの行事やイベントがたくさんあるところ」の順で回答が
多く挙がりました。

４．子ども意見の聴取

４．２．実施結果（抜粋）

71.4

25.8

60.5

29.9

56.9

53.3

53.9

43.0

29.6

33.1

38.5

42.0

31.5

37.0

37.4

42.4

31.0

10.8

 0%  10%  20%  30%  40%  50%  60%  70%  80%

自然が豊かなところ(n=689)

バスを利用して出かけやすいところ(n=249)

元気に遊べる場所があるところ(n=584)

歴史や文化を大切にしているところ(n=289)

お祭りなどの行事やイベントがたくさんあるところ(n=549)

公園がたくさんあるところ(n=514)

買い物できるお店がたくさんあるところ(n=520)

図書館や児童館などのみんなが使える施設がたくさんあるところ(n=415)

農業が盛んなところ(n=286)

道路がきれいで歩きやすいところ(n=319)

災害や犯罪から安全・安心に暮らせるところ(n=372)

誰にでもやさしいところ(n=405)

ごみが少なく、清潔できれいなところ(n=304)

近所の人との交流が多く、助け合っているところ(n=357)

スポーツができる施設や場所がたくさんあるところ(n=361)

病院や診療所がたくさんあって健康で元気に暮らせるところ(n=409)

困ったときに相談できる場所があるところ(n=299)

特になし(n=104)

無回答(n=0)

N = 965
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■武蔵村山市の改善してほしい点

◼ 「特になし」、「ごみが多く、きれいでないところ」、「道路がきれいでなく、歩きやすくないところ」の順で回答が多く挙がりました。

４．子ども意見の聴取

４．２．実施結果（抜粋）

8.5

17.1

17.9

8.1

16.3

16.5

19.1

11.0

8.5

26.3

11.4

10.6

28.9

10.6

21.9

11.1

10.5

35.3

 0%  10%  20%  30%  40%

自然が豊かでないところ(n=82)

バスを利用して出かけにくいところ(n=165)

元気に遊べる場所がないところ(n=173)

歴史や文化を大切にしていないところ(n=78)

お祭りなどの行事やイベントがあまりないところ(n=157)

公園があまりないところ(n=159)

買い物できるお店があまりないところ(n=184)

図書館や児童館などのみんなが使える施設があまりないところ(n=106)

農業が盛んでないところ(n=82)

道路がきれいでなく、歩きやすくないところ(n=254)

災害や犯罪から安全・安心に暮らせないところ(n=110)

人にやさしくないところ(n=102)

ごみが多く、きれいでないところ(n=279)

近所の人との交流が少なく、助け合っていないところ(n=102)

スポーツができる施設や場所があまりないところ(n=211)

病院や診療所があまりないところ(n=107)

困ったときに相談できる場所がないところ(n=101)

特になし(n=341)

無回答(n=0)

N = 965



５．市民ワークショップ
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◼ 市民ワークショップの調査目的・概要は以下になります。

「武蔵村山市の課題と理想の未来、課題と理想の未来のギャップを埋める施策について」をテーマに、市民の皆様か
ら武蔵村山市の「現在」や「未来」について御意見をいただくことを目的として、ワークショップを実施しました。

５．市民ワークショップ

５．１．実施概要

調査
目的

調査
概要

令和6年６月29日（土）実施時期

実施対象

参加者数

武蔵村山市在住の市民

６名
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◼武蔵村山市の課題として、「子ども、子育てへの支援の不足」が多く挙げられました。理想の未来は、「子どもや子育て世代
が安心・安全に生活できるまち」とした上で、課題と理想の未来のギャップを埋める施策としては、「市民による子どもの見守
り・学習支援」や「土日や休日問わず利用できる託児所設立」、「学童クラブ等、子どもが家以外に帰れる場所の創出・充
実」等が挙げられました。

５．市民ワークショップ

５．２．実施結果（抜粋）

市の現状（課題）

課題と理想の未来のギャップを埋める施策

理想の未来

子ども、子育ての支援が
不足している

⚫ 市民による子ども見守り支援を行う

⚫ 市民が子どもの学習支援を行う

⚫ 土日や休日問わず子どもを預けられる託児所をつくる

⚫ 子どもが、家以外に帰れる場所（頼れる場所）をつくる

⚫ 学童クラブを充実させる

⚫ 学校の授業内で、外部講師による講演を行う

子どもや子育て世代が安心・安全に
生活できるまち
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◼武蔵村山市の課題として、「市民の防災・防犯意識の低さ」も多く挙げられました。理想の未来は、「安心・安全なまち」とし
た上で、課題と理想の未来のギャップを埋める施策としては、「防犯カメラや非常電話の増設」や「警察によるパトロールの強
化」、「防災訓練の定期的な開催」等が挙げられました。

５．市民ワークショップ

５．２．実施結果（抜粋）

市の現状（課題）

課題と理想の未来のギャップを埋める施策

理想の未来

市民の防災・防犯意識の低さ

【防災】

⚫ 防犯カメラを増設する

⚫ 非常電話を増設する

⚫ 警察のパトロールを活性化させる

【防犯】

⚫ 防災訓練（シミュレーション）を実施する

安心・安全なまち


